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六種の自景品の生態
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SIX SPECIES OF APHIDIDAE 
ー，•、司

By 

Rvo:i:cax・_ TA衣A草~$HI

Phyllaphis fagifoliae n. sp. 

ー幹母 Stem岨mother 、，

色彩。淡買にして中胸は黄在 b。眼は赤く鯛角の大部は無色陀近〈第三樹角

節以下の各節の先端は黒〈麹及趨脈は無色tとして肢は白〈陰具片 rudimental ・ 

gonapophyses は褐在 b。
形態。体は甚細長〈綿服及縁扶の白粉を多〈分泌し体には殆んど毛を敏〈。

額癌 fron凶 tubercles は短〈口吻は中肢に達せず。附属眼 ~supplementary eyes 

は明にして鯛角は細長〈各節の長苫の割合は突の如しコ

I, 11; II, 12; III, 55; IV, 33; V, 28; VI, 25 (21 +4・）

第三節の基部に近〈五個の戚畳板を一刻し第四節には之を触さ燭角には殆ん

E毛を敏〈。麹脈は普通にして鈎はこな b。腹は胸よ bも太〈角扶管 cornicles

は殆んc突出せず。尾片 caudaは球肢にして基部は細ま b轡板analplateの中
央少しく凹入し陰具片はこな b。脚は細長〈細毛多しc

体長c2・3m.m. 嫡角長 I・9m.m. 前麹長 3.m.m.

卵生雌掻 Oviparous female 

色彩。体は白けれ芝も成熟する時は腹部は卵のために寅な b。眼は亦〈鯛角

は畿黒にして各節の基部は淡黄続な bo肢は白〈謝節及腔節の先端は黒し。

形態。体は軟にして細長〈毛を有せずQ 額癌は短〈口吻は太〈中肢に蓮せず
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嫡角には毛を触さ各節の長3の割合は賓の如し。

I, 9; II, 17; III, 42; IV, 29; V, 27; VI, 23 (18+5). 

第三節には戚覧板を換〈。角y状管は突出せずO 尾片は球肢をし響板はニ砂せ

ヂ。肢は細長〈少しく短綿毛を有す。

体長 2.m.m. 鯛角長 I・7m.m.

本種は嫡角節の長~ ~t依 b て容易に Phy！！，ザ＇his fagiと箪別する之と－を得。

生態

本種は Fagussp.に寄生し稀まる種顕在b。卵の騨化するは四月二十日頃に

して四月下旬第一世代患の成轟現はる。此第一世代識は有麹形tとして第二世代

患の成最は五月下旬に出現す。此第二世代議には有麹形7)出現するは明かなれ

ぎも第二世代識の全部が有遡彰攻 bや、或は其一部は無麹形なちやは明治l1J:ら

ず。

第三世代以綾の草性世代は金〈無麹にして十月に杢b無麹の産性最 sexupa-

rae を生ず。卵生雌掻及推強の出現するは十月下旬万至十一月上旬にして雄識

は有麹形tとして無麹形の卵生雌最に比して甚少数本 bo雌識は交尾の稜各や十

五六祉の卵を枝に産す。

本種の第一世代最（幹母〕は有麹形在るが此の如く第一世代議の有麹彫在る甥

最は Callipterinaek知らる、のみにして第一世代掻に有麹形を生ずる種~t於℃

は第二世代以綾の各車性世代議は有麹形を生ずるを普通とすo然るに本種に於

ては第一世代最は麹を有するに第三世代以綾の草性世代は金て無麹形なるを見

る在 b。
ヨーロヲバ産 Phyllaphisf agiの第一世代識は無麹な bと云ム。乃ち此種は

P.fa，瓦foliaeの生態とは相異すペしO

附記o Plzyll.伊hisの蛎患は従来七種知られたb。予は別にアカタ・モtζ寄生す

る一新 Phyll，ψゑむを有・す。此種は其生態を明にしたる時あらば按表すべし。

Phyllaphis celticolens (Essm et Kuw.) 

此種は αromap紛の甥患として接表せられたbと雄却で Phyllaphisk涯S
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ものなるを以て此属に入れたbo今 α＇＂°＂＇匂 (Jllisの婿畠と見る乙と能はぎる鱒

を記すれば次の如L。

一、幼織の体は殆AE毛を有せず。

二、角紙管は殆んE突出せず。

三．幼畠2完成晶は体よ b綿朕友締紙の＆泌物をi-1略す。

生－
P. celticolmsの生君臨広崎vsocalliskuricola MA・官・ 11s拘砂Jobi備や・ 1と遣し。
ill. hlrt・col泌氏提"CIま普車慢世代u:1ま有麹形のみを生じ其有麹形ttは表麹形

制的F徳川 formと短趨形 br蹴 hypterusfor舗とのニ形を脅し；寓短趨形は Si岨

phonoph町aめ街患に帯に出現する短趨形とは異意 bτ其rti駒は金〈棲建せず。

‘SJ1m7titJbius sp・に於℃は各車’控世代患には有麹形（畏麹形）と無麹形とのニ形

あb。然るに P.celti・co/enstとでは六月及七月頃に於ては其各世代は長麹形及短

趨形のニ形を生じ其短趨璃の中胸は金ど脅壇せず。

保れども八月頃以綾に於τは各世代は長遡形及無麹形を生じ鍾麹形は殆んE

金〈出現せず。

P. celticolensの有する草性時代の型式IiM. kuricola と Sy~句協b加 sp. との

申関の型式在るぺし。

Hy叫＠雪t健闘 prunlF. 

本種の生趨~t就ては Mo双DWILKO, G1L盟国JBRAGG, VAN DER GooT, DAVI蜘 N

等の記述あbτ英生活奥は殆んど明電るが今予が東京附近比於℃観癖l.-taる所

を記すぺし。

第二世代問機の各車世世代には有麹及無麹の二形を生ずる Zとを得車性時代

の有麹形．の子は無麹なれEも無麹の子氏は有麹及無麹の二形を生ずるを得。
宅島幸は.::e宅（他のバラ科植物にも寄生す主云よ、）R寄生し有麹形は夏の寄主主

るヨ V又は唱噂等に移b轄ず。

従て夏季はヨジ及司eof: k本種を見るべし。地の如〈夏季民各寄主に寄生する

Zとあるは他の甥轟にも見るを得。司
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十月乃至十一月に至b有麹の産性最と有趨の雄掻とを有し雄患は有麹の産性

最の子在る卵生雄患と交尾す。万ち雄最は少くとも一世代先に生ず。此の蜘き

事賓は多〈の Siphonophoraの蛎患に見る意 b。

既~t記述したるが如く本種の有麹産性雌患は雄最と同時代民生ずるが此産性

患には大形（formamaxima）と小形（ιminima）とのこ形あるを見る。葉大形は体

長約 2.2m.m.にして小形は約 1.6m.m.あb℃此二形の中聞の形は見ず。究助二

形は体の大草以外に形態上相異を有せず。然るに産性議と同時に生ずる雄識は

体小形にして体長約 1.6m.m.あb巧ち小形産性識の体長と一致す。

本種の産性最の小形は雄識の性質のー在る体の小なる性質が不規制民出現し

たるもの在るべし。

Brachy司iphu沼Ejap。ni
無麹胎生雌議 Winglessviviparous female 

色彩。体は紫又は淡責にして燭角第三節及第四節の大部とは淡褐にして第四

節の先端及第五第六節は黒し。眼は黒し。肢は俊稿tとして腔節の先端及附節は

黒〈角扶管は淡黒~t＂（尾片は淡褐君 b。

形態。体は卵形にして細毛を少し〈有L蟻粉は舟掛せず。額檀を敏き口吻は

中肢に遣す。鯛角には殆んど毛を敏き第三節以下の各節の民事の割合は賓の如

し。

III, 12 ; IV, 9 ; V, 9 i VI, 26 (6 + 20) 

第三鯛角節には戚費板を敏〈。前胸及第三第五第七腹節の各側には顕著在る

小突起あb」角朕管iユ甚小にして長さは径よ bも小在 b。尾片tま柏、令模朕にし

て先端は尖らず其長3は基部の幅よ b も少しく大志 b 。肢には長さ綿毛あ ~o

体長 r.om.m. 鯛角長 1.1m.m. 

本種は第六鯛角節の基部と鞭版部との長さの割合に依b℃ B.tkalictrii KoCH. 

と匝別す。

生態

本種はス只キtζ寄生し運動する乙と甚少〈常に蟻に依bて訪はれアシトに依
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~· ＇：（蔽1まれた b。

有趨患を生ずるとと甚少〈予は五月下旬一匹の有趨の雌最を接見したるに過

ぎず。此有麹患は第二世代議在るベし。六月以後IJ会〈無趨形のみ出現す。

附記。此麗の蛎患は従来一種知られたるに過ぎず。

Nippolaぬnuspiri MATS. 

本種iま形態主 Anoecialこ甚返し。其生態も亦 Laehnusよbは Anoeciatζ近

し。第一世代議は麹を有せざれども第二世代議は全く趨を宵し各の寄主を去b

℃夏の寄主なるナv-'c::移b其葉氏無麹の第三世代識を胎生す。第三世代以後は

金〈無麹形のみにして有麹形は産性轟に至 b℃生ず。産性掻は九月下旬乃至十

月に生じ夏寄主を去b各寄主It蹄る。

本種の多の寄主として従来ピJ、が知られたるが予はρ マモヅコクにも寄生す

るを見'k.9。之氏依るに本種の多寄主は常緑のバラ科植物なるが如しコ

UfR記述したるが如〈此蛎患の有麹の産性最が夏の寄主なるナシを去るは九

月下旬以後者Eb。然るにナジの葉は九月上旬頃よ b落下し始むるを以て此甥最

の無麹胎生雌患の多数は落葉と共民地上に落ちて死滅するを見る。

此の如S事賞／j甥最tζ稀ならぎる Eとにして WEED は appleaphisの卵生

晶の多数弘落葉と共に死滅するを見たbと云以叉予は Anoeciacorniの卵生患

が未'fl充芳成長せぎる中に其寄生の葉と共に落ちて死滅するもの甚多〈成熟し

て産卵し得るものは甚少さを見た b。又吟aloptemspruniの各の寄主なるモモ

の葉も此種の卵生識の成長せぎる内に落下し従て多〈の卵生最の死するを見る

叉 Aphisclerodendriiの寄主なるクサギの葉は霜を受くるや枯る、ものなるが

此蛎轟の卵生雌患は霜の降る時期に至るまて多数存し霜のために死滅するを見

る。東京附近に℃初霜は十一月十日頃なるが此頃には成熟せぎる幼患を見る之

とを得るなb。

此等の蛎鼠が此の如〈し℃多数死するは共産性議或は卵生雌最の出現する時

喜朗が遅きに失するためなるや明なb。

JV訟'jJolaclznuspiri Ii衣の法に依9＂（其蕃殖を i持ぐを得べし。

処t
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一．九月上旬以前にナジの葉を落し之れに寄生せる蛎識を殺す。（九月頃に葉

を除くも木には害なかるべし。）

二、多寄主及夏寄主とを遠く隔離す。

Aphis sambuci L. ? 

松村博士は北海道よ bAphis sambuci L.を報告せられたるが東京附近のユρ

トヨには此種主 bや疑はしき一種の AphisあbっAphissam伽ci の生態は~~c.

HucKToN, KESSLER, MoRDWILKO, VAN DER Go::>T其他の皐者fC依bて研究せら

れて明かなるが予は東京附近江産する A.sambuci Pの生態を記述すべし。

第一世代最の無麹形にして成熟するは四月中旬頃にて第二世代識には有麹及

無麹の二形あbて此成識は五月上旬に出現す。第三世代識は無麹形にし℃第四

世代最には有麹及無麹の二形あ b。此第四世代の成識は六月民生ず。第五世代

以稜は無麹形を生じ産性最には有麹及寝麹の二形あb。産性最は十月下旬乃至

十一月上旬に現はれ有性最 sexualesは十一月頃よ b生じ無麹の卵生雌轟は有麹

の雄患と交尾して産卵す。予の観察したる所はAphissambuci L. fC.就τKESS日 R

氏の記する所と一致するな b。

叉本種の生態上興味あるは第二世代最の無麹形及幼患は体よb多〈の蟻粉を

分泌するに係はらず、他の草性議は殆んど之を卦泌せず。此の如き事買は未tl

Aphゐsambucik就て報告せられたるとと者し。

Aphゐの蛎識は一般に有麹形を生ずる之と甚多し。然るに Aphissambuci ? tζ 

於℃は第二第四世代及産性世代及雄患に有麹形が出現するのみなb。此蛎識の

生環は Aphisとして有麹形を生ずるとと最少3型式のーなるべし。

本種tζ見るが如＜ Siphonophoraの蛎虫は草性世代に於七第二世代第四世代

及産性世代の三世代は最後まで有麹形を保存するを普通とし此三世代中産性世

代の有麹形は第四世代の有麹形よ bも先に消失し又第四世代の有麹形Ii第二世
令

代の有麹形よ bも先に消失する乙と多し。

附記。ニ J、トコ属 sambucust乙寄生する Aphβ は従来四種知らる。

矢野理皐士よ b多大の御世話を受砂たるを戚謝すQ

. ' 

．、
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RESUM宜

Phyllaphis血gifolfaen. sp. 

Winged viviparous female (stem-mother) 

Colour characters : pale yellow; .eyes red; antennae nearly colourless, excepting 

the apices of the joints black; mesothorax yellow, wings and veins nearly col-

ourless; legs white; gortapophyses brown. 

Morphological characters : body much elongated with thready and cottony white 

secretions, but lacks hairs; frontal tubercles short; rostrum not reaching to the 
• 

2nd coxae; antennae slender, the relative length of the joints is出品Hows:(I) 

I 1, (II) 12, (III) 55, (IV) 33, (V) 28, (VI) 25 (21 +4); the 3rd joint with about ... 

five sensoria in a single row, wings ample; veins usual; hooklets two; cornicles 

not distinct; cauda constricted at the base; genital plate sinuated at the middle; 

gonapophyses two; legs long and slender, with many fine hairs. 

吋笠にも
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Length of body 2.3 m.m. 

，， 

,, . 
”antenna I .9 m.m. 
”forewing 3.0 m.m. 

Host-Fagus sp. 

201 

The stem-mothers are winged, b.ut the viviparous females of the third and 

the following generations are wingless. 

Brachysiphum japonicum n. sp. 

Wingless viviparous female. 

Colour characters : purple or pale yellow; eyes black ; antennae-the 3rd and .4th 

joints nearly pale brown, the 5th and 6th black; legs pale brown, the apices of 

tibiae and the tarsus, black; cornicles fuscous, cauda pale brown. 

Morphological characters: oval,・ with a few short tine hairs, lacking cottony secre-

tions; frontal tubercles wanting; rostrum reaching to the 2nd coxae; antennae 

nearly hairless, the relative length of the 3rd and the following joints is as 

follows.: (III) 12; (IV) 9; (V) 9; (VI) 26 (6+20); the 3rd joint wantssensoria; 

prothorax, the 3rd, 5th and 7th abdominal segments with a prominent short 

tubercle on each side; cornicles very short, nearly as long as broad; cauda 

wedge-shaped; legs 'vith long白nehairs. 

Length of body 1.0 m.m. 

" 
,, antenna I.I m.m. 

Host-Eularia japonica. 

The winged form of this aphis is very rare. 

司副圃』E

a色
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